
 

 

 

 

 

 

Ⅰ 実践の趣旨 

  本校は、児童数８名の極小規模校である。平成30年度から小学校での外

国語の教科化に合わせ、「グローバル社会で生きる英語力を育む～英語に慣

れ親しむ活動の充実と活用する力の育成～」を研究主題として、外国語指

導の研究に取り組んでいる。 

 

Ⅱ 実践の内容 

 １ 外国語に慣れ親しむためのカリキュラム及び授業づくり 

① ＡＬＴとの役割分担の改善 

    複式指導における間接指導の充実に向け、１単位時間における学級

担任及びＡＬＴの指導場面の明確化を図り、指導の改善を図ってきた。 

学級担任 ＡＬＴ 

○ 授業全体を進行する。 

○ 日本語でのやりとりが必要な学習や新たな

表現を扱う学習を指導する。 

○ 学習で使う表現及び活動内容について見通

しをもたせる。 

◇ 既習事項を復習する場面において、コミュニ

ケーション活動の充実を図る。 

◇ 外国に関する文化について扱う。 

◇ 間接指導時における児童への支援を行う。 

※ ＪＴＥを配置し、学級担任とＡＬＴとをつなぐコーディネ

ーター役となったり、授業でのサポート役を担ったりしてい

る。また、ＡＬＴが不在の授業では、ＪＴＥがＡＬＴ役を務

めている。 

② 単元配当の工夫による複式指導の改善 

各学年の単元を見比べ、「共通する言語材料」や「配列を 

組み替えても指導が可能」等の観点で単元配列の組み替え 

を行い、複式学級における外国語科の指導の充実を図って 

いる。                              

 ２ ５領域における評価の充実 

 振り返りシートに各領域の視点を位置付けることで、単                 

なる感想に留まることなく、児童の学習内容の定着状況やつ

まずき等をきめ細かく把握することができ、次時の指導に活

かすことができる。 

   

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

○ 間接指導時において、ＡＬＴとの習熟活動を位置付けるこ

とにより、児童の既習事項の定着を図るとともに、ＪＴＥの配置により、ＡＬＴの不在時でも複

式授業のスタイルを変えることなく実施することができた。 

○ 単元計画の際に、評価場面や評価方法、目指す児童の姿を意識することにより、児童の学習状

況を踏まえた指導の充実が図られ、焦点化した細かな評価を進めることができた。 

● ＡＬＴとの役割分担を明確にしたことにより、間接指導における指導の充実を図られたが、活

動の時間が伸びてしまう場面が見られることから、各活動を精選するなど、１単位時間のタイム

マネジメントに留意する必要がある。 

● 各学年において「CAN-DOリスト（学習到達目標）」を設定しているが、教員間によって指導方法

に差が見られることから、教員が変わっても均質的な指導が行えるよう、「CAN-DOリスト（学習到

達目標）」を踏まえた指導について、共通理解を図る必要がある。 
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